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出る児童も多く危険だったこともあり、ルー，

TAが警察署に協力を呼びかけていたものです。

この土地の提供で道幅（歩道） も17.5mにわ

たり 1.4mと広くなり 「これなら安心して通学

ができます｡ほんとうにありがとうございまし

た。 」 と、立哨していた主婦Aさんは喜んでい

ました。

お
ま
わ
り
さ
ん
あ
り
が
と
う

これなら安心して通学ができます。おまわり

さんありがとう－．毎日通学している児童の

ために、高萩警察署では、 このほど島名駐在所

の土地を一部提供しました。

秋山小学校西側校門は、県道があり交通量も

多く、信号機力§設置されていましたが､駐在所前

は、信号待ちの道幅が70cm(側溝の上） しかな

く 、通学時には、児童力：いつぱいになり県道へ

こ
れ
で
あ
ん
し
ん
で
す

通
学
児
童
に
駐
在
所
の
土
地
を
提
供

高萩市市民憲章一
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－国勢調査人口概数一

人 口 3 2 ， 4 3 6

男 1 5 ， 『9 3 2

女 1 6 ， 5 0 4

世一帯 9 ， 4 4 0

(瀬蕊駕駕鯛鮮割

たいせつにし、美しいまちをつくりましよう

を守り、明るいまちをつくりましょう

正しくし、うるおいのあるまちをつくりましょう

働き、豊かなまちをつくりましょう

自然を

きまり

礼儀を

元気で

１
１
１
１《
、 1まちをつくりましょう1 ．思いやりのある、あたたかし
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茨城放送「高萩市政だより」は毎四日暇日、午前9時20分から。テレホンサービス「市政案内」は(3) 1151 . 1152です。
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11月22日蟻員控室で行われた表彰式

昭
和
三
十
年
か
ら
市
教
育
委
員
会
の

委
員
、
委
員
長
と
し
て
、
ま
た
昭
和
三

十
三
年
か
ら
十
三
年
五
ヵ
月
の
永
き
に

わ
た
り
、
教
育
長
と
し
て
本
市
教
育
行

政
の
進
展
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
は
大
き

い
。
昭
和
四
十
六
年
か
ら
は
新
設
な
っ

た
中
央
公
民
館
の
館
長
と
し
一
、
本
市
社

… 燕

市
民
表
彰 第

十
回
を
迎
え
た
市
民
表
彰
式
が
、

十
一
月
一
一
十
一
一
日
に
市
役
所
議
員
控
室

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
式
は
、
｝
各
分
野
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
人
々
を
表
彰
す
る
も
の
で
、

今
年
は
、
表
彰
七
人
、
ほ
う
賞
二
人
と
、

二
団
体
に
そ
れ
ぞ
れ
賞
状
と
記
念
品
を

贈
り
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。

受
彰
者
は
、
次
の
方
々
で
す
。

下山田尚方さん

（80歳）

秋 山

、
鳴
鼻
蕊
騨
鵠
需
燕
麺
鍔
蒋
蕊
蕊
潔
割
可
ロ
レ
ー
〕

幻
１
句
．

大
正
六
年
、
理
容
業
に
つ
き
、
昭
和

十
五
年
か
ら
戦
中
戦
後
の
最
も
困
難
な
時

代
に
組
合
員
の
信
望
を
う
け
、
三
十
年
の

永
き
に
わ
た
り
理
容
組
合
長
を
つ
と
め

ら
れ
、
市
民
生
活
に
密
接
な
環
境
衛
生

業
務
の
重
責
を
果
た
し
た
功
績
は
大
で

辛
衲
》
つ
（
》
。

会
教
育
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
。

ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
熱
意
を

も
た
れ
秋
山
下
長
寿
会
会
長
、
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
副
会
長
と
し
て
老
人
福

祉
の
向
上
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

鴬

蕊

村千代吉さん

（78歳）

春日町

昭
和
十
二
年
、
現
在
地
に
若
松
歯
科
医

院
を
開
業
さ
れ
て
以
来
、
卓
越
し
た
技

術
と
情
熱
を
も
っ
て
地
域
住
民
の
歯
科

医
療
に
専
念
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
昭
和
十
六
年
以
来
、
市
内
小
・

中
．
高
の
学
校
歯
科
医
と
し
て
児
童
生

徒
の
口
腔
衛
生
思
想
の
普
及
と
、
学
校
保

健
の
充
実
向
上
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も

に
、
昭
和
三
十
四
年
高
萩
市
国
民
健
康

保
険
制
度
の
発
足
以
来
、
保
健
医
代
表

委
員
と
し
て
国
保
事
業
の
運
営
及
び
制

度
改
善
に
努
力
さ
れ
て
い
る
。

）
；
丹

永
き
に
わ
た
り
社
会
福
祉
協
議
会
東

地
区
南
支
部
の
支
部
長
と
し
て
、
地
域
住

民
に
社
会
福
祉
事
業
の
協
力
参
加
を
よ

び
か
け
、
敬
老
事
業
、
ね
た
き
り
老
人

慰
問
、
じ
ん
芥
収
集
、
海
岸
清
掃
な
ど

の
広
範
囲
な
活
動
に
率
先
し
て
取
り
組

み
、
地
域
連
帯
感
の
讓
成
と
明
る
い
地

域
社
会
づ
く
り
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
高
萩
青
色
申
告
会
理
事
、
高

萩
市
商
工
会
庶
業
部
会
副
部
会
長
な
ど

の
要
職
を
歴
任
、
商
業
の
振
興
発
展
に

尽
力
さ
れ
た
。

若松政次さん 長吉さん

（73歳） （75歳）

大和町 高浜町

菊

大
正
七
年
に
福
平
愛
林
組
合
を
設
立

そ
の
組
合
長
と
し
て
人
口
造
林
、
下
刈

り
、
除
・
間
伐
な
ど
、
林
業
施
策
の
実

施
、
指
導
に
尽
力
。
昭
和
四
十
一
年
か
ら
高

萩
愛
林
組
合
連
合
会
会
長
、
本
年
一
月

か
↑
ら
は
高
萩
愛
林
組
合
理
事
長
に
就
任

本
市
林
業
と
振
興
に
貢
献
さ
れ
て
い
る

功
績
は
大
で
あ
る
。

ま
た
、
永
年
に
わ
た
り
多
賀
産
馬
組

合
の
理
事
と
し
て
、
多
賀
駒
の
生
産
と

育
成
の
指
導
に
尽
力
。
さ
ら
に
高
萩
市

長
期
に
わ
た
り
農
業
委
員
と
し
て
農

業
行
政
に
た
ず
さ
わ
り
、
こ
の
間
農
業

委
員
会
会
長
代
理
と
し
て
会
長
を
よ
く

補
佐
し
、
農
地
な
ど
の
利
用
関
係
の
調

整
を
は
じ
め
、
後
継
者
確
保
に
努
め
る
な

ど
委
員
会
活
動
の
発
展
に
尽
力
。

ま
た
、
高
萩
市
地
域
農
政
推
進
協
議

会
長
、
水
田
利
用
再
編
対
策
推
進
協
議

会
委
員
と
し
て
転
換
期
に
あ
る
農
業
、

農
村
の
再
構
築
を
目
ざ
し
、
生
産
構
造

の
改
善
や
担
い
手
の
育
成
確
保
を
図
る

な
ど
、
本
市
農
業
の
進
展
に
貢
献
さ
れ

た
功
績
は
大
き
い
。

､…

弓野 仁さん

(7 2歳）

秋 山

(2)
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市の発展につくされた母
子
福
祉
に
貢
献

大
和
田
さ
ん
勲
五
等
瑞
宝
章

大
和
田
き
ぐ
さ
ん
（
七
十
三
歳
）
ｌ

有
明
町
一
の
二
二
Ｉ
は
、
母
子
福
祉
会

発
展
の
た
め
尽
力
さ
れ
た
と
し
て
勲
五

等
瑞
宝
章
を
受
け
ま
し
た
。

大
和
田
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
六
年
四

月
か
ら
多
賀
郡
未
亡
人
連
盟
委
員
長
、

三
十
年
五
月
に
は
、
地
元
市
内
の
未
亡

間
地
域
に
あ
っ
て
常
に
受
持
対
象
世
帯
永
き
に
わ
た
り
消
防
団
員
、
消
防
分
団
長
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Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｊ
人
会
長
と
し
て
、
地
域
の
母
子
福
祉
子
福
祉
進
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
。
川

一
受
賞
お
め
で
と
う
《
発
展
の
た
め
貢
献
さ
れ
、
そ
の
か
た

↑
わ
ら
県
の
未
亡
人
連
盟
副
会
長
と
し
県
民
ほ
う
賞
に
梶
山
さ
ん
Ⅲ

一
受
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お
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で
と
う
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上

大和田きぐさん

（有明町） 第10回の

有
害
鳥
獣
駆
除
隊
隊
員
と
し
て
農
林
作

物
を
有
害
烏
獣
か
ら
の
被
害
の
防
止
に

貢
献
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
十
九
年
若
栗
に
お
い
て
助
産
婦
を

開
業
以
来
、
永
き
に
わ
た
り
医
療
機
関

に
恵
ま
れ
な
い
旧
高
岡
地
区
に
あ
っ
て
、

地
区
住
民
の
衛
生
思
想
の
普
及
と
母
子

の
健
康
保
持
に
尽
力
さ
れ
た
。

ま
た
、
昭
和
二
十
八
年
に
民
生
児
童
委
員

て
こ
十
九
年
か
ら
四
十
四
年
十
月
ま

で
歴
任
し
た
。
そ
の
後
同
年
十
月
十

四
日
に
は
、
県
未
亡
人
連
盟
会
長
と

な
り
、
四
十
九
年
七
月
に
名
称
が
変

わ
り
県
母
子
福
祉
連
合
会
長
と
な
る
。

さ
ら
に
県
立
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
管

理
者
も
兼
ね
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

と
く
に
、
県
立
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
建
設
、
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
内
の
売

店
の
設
置
、
母
子
休
養
ホ
ー
ム
を
大
子

町
に
建
設
す
る
な
ど
功
績
は
大
き
い
。

ま
た
、
県
下
全
般
の
母
子
家
庭
の

医
療
無
料
化
に
も
積
極
的
に
働
き
か

け
、
五
十
二
年
一
月
か
ら
母
子
家
庭
に

医
療
無
料
化
制
度
が
適
用
さ
れ
、
母

を
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、
交
通
不
便
な
山
昭
和
七
年
か
ら
昭
和
三
十
二
年
ま
で
の

沼田 よしさん ー

（67歳）

若 栗

梶
山
七
郎
さ
ん
（
五
十
七
歳
）
Ｉ
高
ⅢⅡ

浜
町
一
の
一
○
○
Ｉ
は
、
林
業
の
伐
採
Ⅲ

造
林
、
林
業
災
害
防
止
に
尽
力
さ
れ
た
Ⅲ

と
し
て
県
民
ほ
う
賞
を
受
け
ま
し
た
。
Ⅲ

梶
山
さ
ん
は
、
永
年
に
わ
た
り
旺
盛
川

な
研
究
心
を
も
っ
て
林
業
協
同
組
合
に
Ⅲ

勤
務
す
る
か
た
わ
ら
、
後
進
の
指
導
と
Ⅲ

安
全
衛
生
に
尽
力
さ
れ
、
と
く
に
、
白
川

猟
病
対
策
、
林
業
災
害
の
た
め
健
康
診
州Ⅱ

断
の
励
行
、
災
害
防
止
に
貢
献
さ
れ
た
応

を
把
握
し
、
地
域
の
よ
き
相
談
者
と
な

り
、
関
係
機
関
と
連
け
い
し
地
域
社
会

の
福
祉
向
上
の
た
め
献
身
的
に
努
力
さ

れ
て
い
る
。ほ

う

賞宇佐美喜平さん

（65歳）

秋 山

梶山七郎さん

（高浜町）

）

と
し
て
、
市
民
の
生
命
と
財
産
を
保
護

す
る
消
防
人
と
し
て
活
躍
。

ま
た
、
昭
和
四
十
六
年
か
ら
高
萩
酪
農
業

協
同
組
合
長
と
し
て
、
酪
農
の
合
理
的
、

近
代
的
な
経
営
の
推
進
に
努
め
ら
れ
酪

農
農
家
の
経
営
の
安
定
と
、
本
市
酪
農
の

振
興
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

永
年
に
わ
た
り
青
少
年
相
談
貝
、
青

少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会
副
会
長
と
し

て
、
強
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に
よ
り

青
少
年
の
健
全
育
成
に
努
力
す
る
と
と

も
に
、
高
萩
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会

副
会
長
と
し
て
子
ど
も
会
の
育
成
に
献

身
的
に
努
力
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
松

岡
小
・
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
し
て

義
務
救
育
の
向
上
発
展
に
尽
力
。
ま
た
、

高
萩
市
民
間
交
通
指
導
員
と
し
て
交
通

事
故
防
止
連
動
に
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

茨
城
県
自
転
車
商
協
同
組
合

高
萩
支
部

昭
和
五
十
一
年
か
ら
毎
年
市
内
小
・
中
学

校
の
児
童
生
徒
を
対
象
に
自
転
車
の
無

料
点
検
、
自
転
車
の
正
し
い
乗
り
方
な

ど
の
安
全
教
室
を
市
内
各
所
で
開
催
す

る
と
と
も
に
、
街
頭
に
お
け
る
一
般
自
転

車
の
無
料
点
検
・
防
犯
登
録
な
ど
を
実

魚団
体
の
表
彰

を蕊
樫村幸一さん

(50歳）

下手綱

施
し
、
交
通
安
全
思
想
の
普
及
と
自
転

車
に
よ
る
交
通
事
故
の
防
止
に
多
大
の

貢
献
を
し
て
い
る
。

壬
一
慰
蕊
溌
嶽
函
慰
無
職
認
癖
坤
鰄
熱
錘
錨
識
識

本
町
通
り
商
店
会

会
を
結
成
以
来
、
会
員
一
致
協
力
し

魅
力
あ
る
本
町
通
り
と
す
る
た
め
街
路

灯
の
更
新
や
、
花
壇
を
設
置
す
る
な
ど
商

店
街
と
し
て
の
環
境
整
備
に
意
欲
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
若
い
商
業
後
継
者
を
育
成
す
る

た
め
の
勉
強
会
や
、
消
費
者
に
奉
仕
す
る

独
自
の
売
り
出
し
な
ど
を
毎
月
実
施
す

る
な
ど
、
本
市
商
業
の
振
興
発
展
に
寄
与

さ
れ
て
い
る
。

蝉鞭

b… 一 一 …

(3)



民運動」が、 12月10日から1月10日まで行われ

ますので、みなさんで交通聿故を防止するため

､思いやりい 、ゆずり合いI、をモットーに交通

安全に心がけてください。…･ ･…………･ ･ ･ ･○

(み鑪吾けよう）

死
者
は
減
っ
た
が

事
故
件
数
は
増
加

高
萩
警
察
署
管
内
（
高
萩
・
北
茨
城

市
・
十
王
町
）
の
今
年
一
月
か
ら
十
月

末
日
ま
で
の
交
通
事
故
は
、
事
故
件
数

が
百
六
十
八
件
、
死
者
が
九
名
、
負
傷

者
三
百
七
十
二
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

死
者
は
昨
年
同
期
で
九
名
減
っ
て
い

る
が
、
事
故
件
数
が
六
件
増
え
、
さ
ら

に
負
傷
者
が
十
五
名
増
え
て
い
ま
す
。

当
市
内
で
は
、
事
故
件
数
が
百
十
件
、

死
者
が
三
名
、
負
傷
者
百
四
十
六
名
で
、

昨
年
同
期
と
比
較
し
て
、
死
者
は
二
名

減
っ
て
い
る
も
の
の
事
故
件
数
か
二
件

増
え
負
傷
者
も
二
名
増
加
し
て
い
ま
す
。

違
反
は
速
度
、
わ
き
見

酒
酔
い
が
大
半
を
占
め
る

全
国
的
の
違
反
別
交
通
事
故
の
死
亡

事
故
件
数
は
、
表
Ａ
の
と
お
り
で
、
速

度
違
反
か
全
体
の
二
一
・
八
軒
と
多
く
、

つ
ぎ
に
わ
き
見
運
転
一
一
ｔ
）
三
軒
、

大型車による､､巻き込み実験職では見4

』､せた（11月22日のフェスティバルで）

では見物客もおもわず目を

酒
酔
い
運
転
六
・
八
軒
の
順
で
、
全

体
の
約
半
数
を
占
め
、
さ
ら
に
、
歩
行

者
も
四
・
○
軒
と
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。

こ
の
表
か
ら
見
て
も
「
制
限
速
度
を

超
え
る
ス
ピ
ー
ド
は
事
故
に
つ
な
が
る
」

こ
と
が
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に

考
え
ご
と
を
し
た
り
、
わ
き
見
を
し
な

が
ら
の
運
転
は
、
左
右
か
ら
出
て
く
る

人
や
車
を
見
落
と
す
な
ど
、
目
ま
ぐ
る

し
く
変
化
す
る
交
通
環
境
に
対
応
す
る

こ
と
が
不
可
能
と
な
り
、
取
り
返
し
の

つ
か
な
い
大
事
故
を
招
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。人
形
を
使
っ
て

〃
交
通
事
故
〃
の
再
現
も

年
末
に
さ
き
だ
っ
て
、
さ
る
、
十
一

月
二
十
二
日
、
市
文
化
会
館
を
中
心
に

交
通
教
室
も
開
い
て
い
る
の
だ
が

「
高
萩
地
区
交
通
安
全
フ
ェ
ス
テ
ィ
ゞ
ハ

ル
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
広
く
市
民
の
み
な
さ

ん
に
呼
び
か
け
、
通
行
の
指
導
な
ど
を

行
い
、
歩
行
者
、
自
転
車
、
ド
ラ
イ
バ

ー
に
対
し
て
交
通
安
全
を
身
近
な
問
題

と
し
て
理
解
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
交
通
事
故
の
な
い
明
る
い
生

活
環
境
づ
く
り
を
ね
ら
い
と
し
て
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。

催
し
は
、
午
前
十
時
三
十
分
の
市
内

パ
レ
ー
ド
の
あ
と
、
〃
市
民
の
つ
ど
い
〃

が
行
わ
れ
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者
向
け
の

″
公
開
衝
突
実
験
〃
で
は
、
最
近
、
と
く
に

多
い
事
故
と
な
っ
て
い
る
大
型
車
後
輪
に

よ
る
交
差
点
で
の
巻
き
込
み
実
験
を
、

実
際
に
人
形
を
使
っ
て
左
折
す
る
大
型

車
の
悲
惨
な
事
故
再
現
を
し
ま
し
た
。

こ
の
衝
突
実
験
を
見
て
い
た
方
な
ら

事
故
の
恐
し
さ
が
わ
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。

事
故
は
、
か
な
ら
ず
し
も
車
が
悪
い

と
は
い
え
な
い
よ
う
で
す
。
歩
行
者
の

横
断
、
と
く
に
、
子
ど
も
、
お
年
寄
り

に
は
、
注
意
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

飲
ん
だ
ら
乗
る
な

乗
る
な
ら
飲
む
な
…
…
を

十
二
月
は
、
忘
年
会
な
ど
何
か
と
酒

を
飲
む
機
会
が
多
く
、
酒
酔
い
運
転
や

酒
気
帯
び
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
が
増

え
て
い
ま
す
。

「
あ
ま
り
酔
っ
て
い
な
い
と
思
っ
た

の
で
」
「
少
し
し
か
飲
ん
で
い
な
い
か

ら
」
「
ひ
と
休
み
し
て
酔
い
が
さ
め
た
と

思
っ
た
か
ら
』
『
こ
れ
が
、
酒
酔
い

呂準一Ｐ二挺五種くつ ×臣一割二浬×こく一一声声ヱーーエヨ区ぱつ一二腫〆正寺 ごシ程ばつ声唾二牽二雫つ翼ン荏季声エニ桂一西桂ヱー室一一ン菫亟詞一空き一｝一一〔（｝ 一

癖

蕊

蕊雛織灘
蕊

交
通
安
全
Ｉ
篝堀

内
裕
く
ん
（
秋
小
５
年
）

灘鼠 鍵
灘

蕊
大
越
清
美
さ
ん
（
松
中
１
年
）

蕊鍵灘§灘 零‘溌竺一息‘

蕊 ＃#」谷

感量

？馨

篭瀞鬮蕊鰐
篭霧 溌隷蕊

撫
f､ ’"燕
簿溌溌

騨
爵

難

灘識蝿鵜
大高聡子さん（東小6年）

零


